
合字

　複数の文字コードで構成された文字を InDesign 等の

対応アプリ内で OpenType の機能を呼び出して「合字」

として表示している文字です。InDesign 字形パレット

の分類では、「任意の合字（dlig）」「分数（afrc）」「欧文

合字（liga）」などがこれにあたります。InDesign 内で

これらの文字を選択し、テキストエディタ等にコピー＆

ペーストすると、内包している複数の文字に展開されて

表示されます。 

　この「合字」には、

❶「パスカル」のように、複数の文字を InDesign 内ではひと
つの字形（CID）で表示しているもので、テキスト
文書ではそもそも単一の文字としての表示が不可能
なもの

❷「温泉」のように、Unicode にも単一文字としてコー
ド割り当てがあり、InDesign ドキュメント内で「温
泉」と入力した後で OpenType 機能の「任意の合字」
を使用して「温泉」の字形を表現していた場合に字形
変化を起こすもの（「任意の合字」機能を用いずに
入力された「温泉」は、テキスト文書でも字形が保持
される）

　の 2 種類が含まれ、❶は外字画像化、❷は適切な
Unicode 文字への置き換えがそれぞれ求められます。❷

については、InDesign 内でどちらの方法で入力されたも

のなのか目視で確認できないことが大きな問題です。

　なお、XMDF は基本的に Unicode よりも使用できる

文字数の少ない Shift_JIS のため、❷の Unicode1 文字で

表記できる文字であっても最終的には外字画像化される

文字が存在しますが、これは XMDF ビルダーでの自動

外字生成機能の利用が期待できるためここでは詳述しま

せん。おそらくドットブックでは別途外字化が必要とな

ります。

InDesign データ
↓

電子書籍で
字形の変化する文字

InDesign ドキュメントをもとにして電子書籍を制作するにあたっ

て、テキストデータへの変換時に字形が変わってしまう文字があ

ります。これは、InDesignの画面上で見えている字形（グリフ）と、
バックグラウンドで保持している親字（キャラクター）が異なるこ

とから起きてきます。以下はどういった文字がどのような変化を

してしまうのか、どういった対策が必要となるのかのごく簡単な

まとめです。校正時などの参考にしていただければ幸いです。

❶複数の文字をひとつのCIDで表示している文字

❷OpenType 機能の「任意の合字」を使用した場
合に字形変化を起こす文字

欧文合字（liga） →巻末に資料を添付いたしますのでご参照ください

参考：http://densyodamasii.com/ 本当は恐ろしい indesign の話
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CID/GID 番号のみしか割り当てられていない文字

　UNICODE/Shift_JIS の双方に文字コードの割り当てが

なく、InDesign など対応アプリケーション内部からのみ

呼び出すことができる文字です。囲み数字や丸数字など

を中心に、ざっと数えた限りでは約 700 文字あるようで

す（Pr6Nの場合）。Unicode/Shift_JIS にコード割り当て

がない文字のため、確実に外字画像にする必要がありま
す。InDesign 内でこれらの文字を選択し、テキストエディ

タ等にコピー＆ペーストすると「1A」という文字に化け

ます。巻末にリュウミン Pr6N の場合の該当する全文字

一覧を添付します。

旧字体／印刷標準字体／エキスパート字形／JIS78 字形／JIS83 字形／JIS90 字形／JIS04 字形

　漢字の異体字類です。このカテゴリーには、

❶「寛」のように、Unicode に単一文字としてコード
割り当てがないため、テキスト文書ではバックグラ
ウンドで保持している親字「寛」に置き換わってし
まうもの

❷「戰」のように、Unicode にも単一文字としてコー
ド割り当てがあり、InDesign ドキュメント内で「戦」
と入力した後で字形パレットの「旧字体」を使用し
て「戰」の字形を表現していた場合に字形変化を起
こすもの（字形パレットの機能を用いずに入力され
た「戰」は、テキスト文書でも字形が保持される）

　の 2 種類が含まれ、❶は親字への変化を容認するか外
字画像にするかの判断、❷は適切な Unicode 文字への
置き換えがそれぞれ求められます。❷で InDesign 内で

どちらの方法で入力されたものなのか目視で確認できな

いことが問題となるのは合字と同様です。

　特にいわゆる「旧字体」は、字形変化の幅が大きく、

文字化けを起こしたときに問題になりやすい文字群かと

思います。巻末に資料を添付しますので参考にしていた

だければ幸いです。

CID/GID 番号のみしか割り当てられていない文字 →巻末に資料を添付いたしますのでご参照ください

旧字体の字形変化例

→巻末に資料を添付いたしますのでご参照ください
エキスパート字形の字形変化例

参考：http://densyodamasii.com/ 本当は恐ろしい indesign の話
%E3%80%80 〜文字化け問題 /
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　なお、特に「印刷標準字体」や「JIS04 字形」などでは、
ドキュメント内の全文を選択し、字形パレットの機能を用
いて字形置換を適用しているドキュメントの例が相当数存
在すると考えられます。そういったドキュメント内の字形変
化を全文字目視確認し、適宜適切な字形に手動で置換す
ることは作業量的におよそ非現実的と思います（全文字に
属性が付加されるため、スクリプトを用いても該当する文
字を絞り込めません）。

　さらに、こうした全テキストに字形パレットの機能を

用いて字形置換を適用しているドキュメントを IDML 経

由で XMDF 化した場合、「全ての文字が外字画像化され
る」という問題が起こることが確認されています。

　ひらがななど該当する異体字の字形が存在しない文
字であっても異体字属性自体は付加することができ、
XMDF ビルダーは異体字属性の有無を機械的に読み取っ
て自動外字画像化の処理を行うため、こうした問題が起

きてしまうようです。

すべての異体字（aalt）／修飾字形（nalt）

　字形パレットを利用して入力することができる異体

字です。Unicode に単一文字としてコード割り当てがな
く、テキスト文書ではバックグラウンドで保持している
親字に置き換わってしまう文字という意味で旧字体や
エキスパート字形等と同様ですが、こちらは全テキスト
に対して字形置換を適用するようなインターフェイスが
InDesign 内に存在しないため、ほぼ個々の文字単位での
問題にとどまるものと思われます。

　修飾字形（nalt）に含まれる文字群は丸付き数字や括

弧付き文字が中心なため、大部分を外字画像化すること

になるように思います。巻末にリュウミン Pr6N の場合

の修飾字形一覧を添付いたします。

　一方ですべての異体字（aalt）には、漢字の微細な字

形差が多数含まれるため、個々の文字ごとに親字への変
化を容認するか、外字画像にするかの判断が求められま
す。

IDML→ XMDFビルダーで全て外字になってしまう

すべての異体字（aalt）が親字に変化する例

修飾字形（nalt）が親字に変化する例
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箇条書きリスト

　「書式」メニュー内「箇条書きリスト」の機能を用い

て入力したリストの頭につく番号／記号が消えます。「記

号をテキストに変換」で通常のテキストに変換はできる

ようです。

スモールキャップス／オールキャップス

　文字パレットのドロップダウンメニュー内「Opentype

機能」から選択して変換したアルファベットの「スモー

ルキャップス」「オールキャップス」の大文字は小文字

に変わってしまいます。適宜テキスト再入力等の対応が
必要になります。

ビブロスフォントセットなどの外字フォント

　ビブロスフォントなど外字フォントを用いて外字を表

示していた字形は、完全に文字化けしてしまいます。こ

れは制作会社で独自に外字フォントを制作し、使用して

いた場合も同様です。

　現在、電子書籍では外字フォントをドキュメント内に

埋め込んで表示させることは技術的／ライセンス的にま

だ難しい状況なため、ほぼ外字画像にて対処することに

なります。

箇条書きリストの先頭記号／番号は消える

スモールキャップス／オールキャップスは小文字に

ビブロスフォントセットは親字に変わる
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SING グリフレット機能を利用した文字

　Adobe の外字表示システム「SING グリフレット」機

能を利用した異体字・外字は親字に変わってしまいま

す。おそらくほぼ外字画像にて対処することになりま

す。なお、「SING グリフレット」機能自体 CS5 で廃止さ

れていますが、旧ドキュメントとの互換性維持のために

InDesign 内での表示だけは CS5 ではサポートされてい

るようです。

　CS6 では完全にサポート外のため、そもそも InDesign

内でも親字で表示されるとのことです。

フォントのバージョンによって字形の変わる可能性がある文字

　Pr6 ／ Pr5 など JIS90 字形を基準としたフォントを用

いて作られた DTP データを元データとして、おそらく

JIS2004 基準のフォントで表示されることになる電子書

籍を制作する場合に、JIS 規格の例示字形の変化の影響
で字形の変わる可能性のある文字が 168 文字あります

（フォントによって変化に差があるようです）。こちらに

も字形差が微細なため、目で追って確認するのが難しい

ものが多く含まれます。一点しんにょう→二点しんにょ

うへの例示字形変更なども行われたため、人名漢字など

で問題になるパターンが多くありそうです。

Shift_JIS に割り当てがなく、UNICODE のみで使える文字

　文字コードが Shift_JIS のドットブック、Unicode が

仕様上は使えるものの、既存のリーディングシステムの

互換性の問題で Shift_JIS が使われる XMDF で外字化が

必要になる文字群です。XMDF ビルダーでは自動外字生
成の設定をしておくことで、自動的に外字画像が生成さ
れるようです。EPUB3 は文字コードが Unicode（UTF-8）

のため、外字化しないでそのまま表示できます。 

　ただしこの Unicode のみの文字群のうち、コード番

号の表示が「2xxxx」と、先頭に 2 の付いた 5 桁になっ

ている文字群は、内部的に 2 つの文字コードの組み合わ

せで 1 つの字形を表示している領域（サロゲートペア）

に当たり、多くのリーディングシステムでは問題なく表
示されますが、未対応のリーディングシステムが存在す
るため現時点では EPUB3 でも外字化した方が無難と思

われます。ATOK の文字パレットでは、「CJK 統合漢字拡

張 B」「CJK 互換漢字補助」となっている部分です。

Unicode のみの文字例（色つきのもの）

JIS90字形の文字（一部）

SINGグリフレットは親字に変わる

参考：http://www.adobe.com/jp/support/winvista/pdfs/JIS2004_Comparison.pdf
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参考（サロゲートペア）：http://www.magata.net/memo/index.
php?%A5%B5%A5%ED%A5%B2%A1%BC%A5%C8%A5%DA
%A5%A2



参考資料 1. 合字（任意の合字／リュウミン Pr6N）

参考資料 2. 合字（欧文合字／リュウミン Pr6N）

参考資料 3. CID/GID 番号のみしか割り当てられていない文字（リュウミン Pr6N）
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参考資料 4. 旧字体（リュウミン Pr6N）
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参考資料 5. 修飾字形 nalt（リュウミン Pr6N）
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フォントの内部処理や文字マッピングに関する豊富な知識をもとに貴重な提言をいただい
た他、みなさんの資料をもとに制作者／技術者向けの詳細な資料の制作を担当していただ
いております。（この PDF は編集の方向けのドキュメントのため掲載していませんが、後
日、制作／プログラム開発の方向けの資料として提供されるものと思います）。

小形克宏 さん http://d.hatena.ne.jp/ogwata/   @ogwata

InDesign の字形パレットの振る舞いや InDesign 内での異体字／外字の分類など貴重な情
報をいただいた他、実際にどの文字がどの文字に化けるのかに関する資料や、XMDF ビ
ルダーの自動外字置換に関連するものなど、とても詳細な資料をご提供いただきました。

NAOI さん http://d.hatena.ne.jp/NAOI/（Mac OS Xの文字コード問題に関するメモ） @moji_memo

InDesign の内部処理に関して貴重な情報をいただいた他、各異体字がバックグラウンド
で保持している親字と表示字形の徹底的な分類資料を制作していただきました。検証用の
字形置換プログラムの制作もしていただいております。

monokano さん http://tama-san.com（ものかの）

CID を用いた字形置換プログラムの制作や実証実験をしていただいたことに加え、箇条書
きリスト、スモールキャップス／オールキャップス、市販外字フォント、SING グリフレッ
ト異体字など、さまざまなパターンの字形変化についてご指摘をいただきました。

市川せうぞー さん http://www.seuzo.jp   @seuzo

ご協力をいただいたみなさま（50音順／順不同）

みなさま本当にありがとうございました！


